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㸯㸬◊✲ᴫ要

㸯�㸯㸬◊✲の⫼ᬒ

　現在の公共建築の設計者選定方式は、入札方式が約７

割を占めている（図１）。一方で、「官公庁施設の設計業

務委託方式の在り方」で入札に代わる選定方式としてプ

ロポーザル方式が提示された（文１）。金額によって決

まる入札方式に対して、「プロポ―ザル方式は、提出さ

れた技術提案に基づいて仕様を作成するため優れた成果

を期待できる」（文２、文３）とされている。このように、

プロポ―ザル方式では、「技術提案」や「ひと（者）」で

設計者が選ばれることで、優れた質の建築を調達するこ

とができる。継続した事業により、街に質の高い建築が

増えると期待される。

㸯�㸰㸬本◊✲の┠的

　2025 年時点で 12 年にわたり現在までで継続している

広島型建築プロポーザル（以下、「広島型プロポ」とする。）

に着目した。

　そこで本研究では、「広島型プロポ」に着目し、事業

の継続性を明らかにすることを目的とする。具体的な目

的は以下の４つである。

１）「広島型プロポ」の実施に至るまでの取り組みを明

らかにすること。２）「広島型プロポ」における企画段

階の取り組みを明らかにすること。３）「広島型プロポ」

の継続的展開にともなう体制・制度の推移を明らかにす

ること。

　その１では目的１）２）について整理した。目的３）

についてはその２で整理する。

㸯�㸱㸬᪤ ◊✲の฿㐩Ⅼと本◊✲の఩⨨௜ࡅ

　日本におけるプロポーザル方式の事例では、札幌市建

築部主催プロポーザル方式に関する研究（文４）、群馬

県内における設計者選定方式に関する研究（文５）等、

特定の地域の設計者選定に関する研究が多い。また、審

査要領や審査プロセスに関する研究は多くの蓄積があっ

たが、事業実施前に注目している研究は見られなかった。

そこで、本研究では、事業の実施前に加えて、企画段階

に注目をした。本研究では、蓄積の浅い「広島型プロポ」

を採り上げる。

㸰㸬◊✲対象と◊✲方ἲ

㸰�㸯㸬本◊✲の対象

　本研究では、設計者選定方法として、プロポーザル方

式を採用しており、2013 年（平成 25 年度）から現在ま

で継続的な事業として行っている「広島型プロポ」によ

って企画されたプロジェクト（県主導 26 件、市町への

支援型 43 件）を対象とした。この事業によって建てた

られた代表的な建築として「広島叡智学園」、「厳島港宮

島口地区旅客ターミナル」、「熊野町東部地域防災センタ

ー」等が挙げられる。

㸰㸫㸰�◊✲方ἲと構ᡂ

　研究方法を以下に示す。

１）文献調査：広島県公式 HP、広島型建築プロポーザ

ル記録誌「HIROSHIMA PROPOSAL」（文６）、的場弘明「切

磋琢磨して県内事務所の実力アップへ -広島型建築プロ

ポーザルの現状と課題 -」建築雑誌 2021 年 8 月号（文７）

を対象とした。

２）ヒアリング調査：広島型建築プロポーザルに自治体

職員の立場として、あるいは審査員の立場として関与し

た経験のある異なる３者にヒアリング調査を行った（注

１）。3 者に同様のヒアリングを行い、ヒアリングで得

られたテキストデータを基に、「広島型プロポ」への関
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図 1. 公共工事における設計発注方法の推移
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わり方、実態、課題等を整理した。

３）国土交通省のマニュアルとの比較調査：１）文献調

査、２）ヒアリング調査より明らかにした「広島型プロポ」

と国土交通省大臣官房官庁営繕部「建築設計業委託の進

め方」（文３）で示されたプロポ―ザル方式のマニュア

ルを比較することで、「広島型プロポ」の特徴を整理した。

㸰㸫㸱㸬ࣜ࢔ࣄンࢢ対象

　Ⅰ．現・広島県建築土木局営繕課 主任 MM 氏　「広島

型プロポ」の企画、運営、審査、進行に従事。Ⅱ．元・

営繕課課長、建築部長 MH 氏　３年前まで 10 年間、広

島県建築土木局で「広島型プロポ」に従事。現在、㈱広

島建築住宅センター代表取締役社長。Ⅲ．広島大学大学

院　SH 氏　広島中央警察署本通交番（表 3-2.- プロジ

ェクト 17), 県営引野住宅 A ブロック（表 3-2.- プロジ

ェクト 19）, 三原旅客ターミナル（表 3-2.- プロジェク

ト 24）の審査員を務めた。

㸱㸬ᗈᓥ型建築プロポ࣮ザル実施に⮳るプロࢫࢭ

㸱㸫㸯㸬基┙となっࡓ事業㸦⾲㸳�3�㸧

　「広島型プロポ」の基盤は、1949 年に実施された平和

記念公園設計競技（注２、表５P1）とある（文６）。同

設計競技では、「平和記念資料館は、丹下健三の設計に

より、その後の広島の都市の方向性を決定づける」（注

３）とされている。また、「優れた才能を募り、丁寧な

議論を通じて市民を含め価値を共有しながら設計者を決

定する姿勢が、広島型建築プロポーザルにおいてこの意

義を引き継いだ」（注４）とされ、その意識は今日の「広

島型プロポ」にも間接的に受け継がれていると言える。

㸱㸫㸰㸬ཧ⪃⮬἞య �⾲㸳�3��

　広島型建築プロポーザル記録誌（文６）では、広島県

が公募型プロポ―ザル事業を始めるうえで参考自治体と

して、熊本県「くまもとアートポリス」、群馬県、釜石市「か

まいし未来のまちプロジェクト」等を挙げたことを示し

ている。実際に、当時広島県土木建築局営繕課課長補佐

だった MH 氏はくまもとアートポリスを視察している（注

５）。

㸱㸫㸱㸬実施に⮳るきっかࡅ

「広島型プロポ」の制度化に至った背景には、当時の

湯崎英彦知事の強い建築への関心と「ひろしまビジョン」

㸲㸬企画ẁ㝵にࡅ࠾るプロࢫࢭ

㸲㸫㸯㸬プロジェクトの㑅ฟ基準、㑅ฟ㐣⛬㸦⾲㸳�3��

「広島型プロポ」におけるプロジェクトの選出では、
当初は延床面積 2,000m² 以上の新築建物を対象とする
という明確な基準が設けられていた。しかし、その後は

単なる規模だけでなく、象徴性・記念性・独創性・デザ

イン性といった建築の質的側面を重視する方向へと発展

した（表２）。

の１つである。当時、広島県では公営住宅と教育施設の

新築、建て替えプロジェクトを多くかかえており、知事

の意向もあってそれらをプロポ―ザル方式に組み込んだ

とされる（注５、表 3-1、3-2）。

㸱㸫㸲㸬建築㛵係ᅋయとの༠ᐃ �⾲㸳�3��

「広島型プロポ」の実施にあたり、広島県は「建築関

係団体との協定」（表１）を結んだ。建築関係団体は

JIA 中国支部、広島県建築士会、建築学会中国支部とい

う三つの団体である。建築関係団体は審査員推薦の役割

を担っており、県からの依頼に基づき、推薦書を提出し

て審査員を選出していた。平成 24 〜 26 年ごろまでは、

この仕組みによって審査員が決定されていた。

に基づく方針が大

きな役割を果たし

た（注５）。「ひろ

しまビジョン」（図

２）では１７の施

策領域と９９の取

組の方向を掲げて

おり、「広島型プ

ロポ」は取り組み

　プロジェクトの選定過程での特徴は、事業選定の過程

における双方向性にあると言える。多くの自治体では、

選定基準に基づき一方向的に方式が決定される。しかし、

広島県では、主管課からの提案に対して営繕課や知事が

プロジェクト対象基準（表２- 各号２、５等該当）によ

り必要に応じて提案を差し戻す仕組みが存在するのが特

徴である。この「戻される矢印」が結果として、事業の

公共性や建築的意義を精査した上での選定が可能となっ

ている（図３）。
ᅗ㸰㸬ࢁࡦしまࣅジࣙン㛵係ᅗ

Ꮚ౪࣭Ꮚ⫱て߇
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㨩力ある建築物創造事業

࣭ᗈᓥ型建築プロポ࣮ザル
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各号 公募型プロポ―ザル方式のプロジェクト対象基準

1 規模 延べ床面積が2,000m²以上の建築物に係る設計業務

2 基準 基本設計から実施設計まで一括発注する業務

3
基準
要望

象徴性、記念性、独創性、デザイン性が求められる
設計業務

4 技術 高度な技術的判断を必要とする設計業務

5 要望
1号から4号までの設計業務を除き、公募型プロポ―
ザル方式が適当であると認められる設計業務

6
高度
な

技術

工事の監理又は工事及び調査、企画、立案若しくは
助言又はPM業務、CM業務その他建設コンサルタント
業務であって高度な知識、専門的な技術や創造性、
構想力及び豊かな経験を必要とする業務

⾲㸰㸬公募型プロポ―ザル方式プロジェクト対象基準

広島県及び日本建築学会中国支部が相互の連携協力を推進していく
ことにより、広島県における魅力ある建築物の創造に寄与すること
を目的とする。

1 取組 魅力ある建築物及び地域環境の創出に向けた取組に関すること。
2 設計者選定 魅力ある公共建築物の創造に向けた設計者選定に関すること。
3 人材育成 若手設計者及び建築に関係する学生の人材育成に関すること。
4 情報発信 広島県内の魅力ある建築物等の情報発信に関すること。

連
携
事
項

目的

⾲㸯㸬建築㛵係ᅋయとの༠ᐃ
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㸲㸫㸰㸬プロジェクトの設計⪅、設計⪅の⫱ᡂのሙ

　プロジェクトの選出過程では、設計者の育成という視

点も重視されている。例として、県営引野住宅Ａブロッ

ク（表 3-2.- プロジェクト 19）では、地元で豊富な実

績を有する㈱村田相互設計と、若手建築家である㈱ UID

（注３）が共同で参加する JV 方式が採用された。さらに

この経験を通じて㈱ UID が実績を積み、次の県営向ヶ丘

住宅 15,16 号館プロジェクト（表 3-2.- プロジェクト

23）では単独で設計者に選定された。　

㸲㸫㸱㸬ᑂ査ဨの構ᡂ㸦⾲㸳�3�㸧

「広島型プロポ」における審査員の構成は、専門家が

全体の半数以上を占める点に特徴がある。審査員は主に

「行政関係者」と「専門家（建築分野・プロジェクト分

野）」で構成されている（表４）。このように専門家の割

合が過半を占める体制は、審査において建築的・技術提

案的観点を重視する姿勢を明確に示している。

㸲㸫㸲㸬設計୚᮲௳、ᑂ査基準の設ᐃのプロࢫࢭ

「広島型プロポ」における設計与条件、審査基準の設

定は決定と更新を繰り返す。プロジェクトが選出される

と、営繕課と主管課で過去の類似プロジェクトを参考に

募集要項、設計与条件、審査基準等を設定する（表５

-P7）。その後、審査員が選出され（表５-P8）、「審査部会１」

⾲ ���� ᗈᓥ型建築プロポ࣮ザルࠉプロジェクトྡ、設計⪅

組織設計 アトリエ 組織設計 アトリエ
1 2013 2015.5 〇〇
2 2015.3 〇〇
3 2016.5 〇
4 2016.3 〇
5 2015.12 〇 〇
6 2016.2 〇
7 2014 2016.3 〇
8 2016.3 〇
9 2016.1 〇
10 2016.2 〇
11 2015 2018.6 〇 〇
12 2016 2020.2 〇
13 2020.1 〇 〇
14 2020.2 〇
15 2022.3 〇 〇
16 2019 2023.7 〇
17 中断中 〇
18 2020 2025.1 〇
19 2024.8 〇 〇
20 2021 2023.3 〇
21 2022 工事中 〇 〇
22 設計中 〇
23 2023 設計中 〇
24 2024 設計中 〇〇
25 設計中 〇 〇
26 設計中 〇

㈱あい設計
大旗連合建築設計㈱
㈱あい設計
㈱山下設計関西支店、㈱ＮＳＰ設計

土井一秀建築設計事務所、有限会社松岡建築設計事務所
村上徹建築設計事務所、吉田豊建築設計事務所
㈱アトリエ・アンド・アイ遠藤建築スタジオ
大旗連合建築設計株式会社
ナフ・アーキテクトアンドデザイン㈲、仲子盛進総合環境デザイン㈱

広島叡智学園
厳島港宮島口地区旅客ターミナル

広島県立府中高等学校

県営吉島住宅（仮称）３期
県立広島学園（管理棟及び体育館）
広島県立広島南特別支援学校呉分校
広島県立芦品まなび学園高等学校
広島県立大崎海星高等学校

広島県立福山誠之館高等学校
広島県立福山商業高等学校
広島県立世羅高等学校
県営吉島住宅（仮称）４期
広島東警察署

㈱あい設計
㈱ UID
オクトパス設計共同体

㈱感性舎
大旗連合建築設計㈱

県営熊野住宅
広島県庁本館等耐震改修
広島南警察署
広島中央警察署本通交番

県営引野住宅Ａブロック
福山東警察署駅前交番

県営熊野住宅南ブロック

久米設計、大旗連合建築設計㈱
山下貴成建築設計事務所

警察本部別館庁舎（仮称）
県営日吉台住宅1期

㈲乾久美子建築設計事務所
㈱シーラカンスアンドアソシエイツ、土井一秀建築設計事務所

㈱感性舎
㈱日建設計、㈱近代設計コンサルタント
大旗連合建築設計㈱
南俊光建築設計事務所
大旗連合建築設計㈱
㈱村田相互設計、㈱ UID
㈱メグロ建築研究所
㈱あい設計、㈱UID

No.
県内 県外

設計者プロジェクト名公示日

県営鯉港住宅
県営第三上安住宅（仮称）
県営向ヶ丘住宅15,16号館
三原旅客ターミナル（仮称）

竣工

主管課 営繕課 知事 主管課 営繕課 知事
➀ 基準 ② 基準 確認

要望 要望
再検討 確認 再検討 確認

承認 許可 承認 許可

主管課 営繕課 知事
基準 確認

承認 許可

広
島
県

他
自
治
体

主管課　部長 主管課　部長

営繕課　部長 営繕課　部長

専門家（建築） 専門家（建築）

専門家（建築） 専門家（建築）

専門家（プロジェクト分野） 専門家（建築）

専門家（プロジェクト分野）

専門家（プロジェクト分野）

プロジェクト建築面積

審
査
員

行政
2人

専門家
3人

2,000～5,000m²

行政
2人

専門家
５人

5,000m²～

⾲㸲�規模ูࠉᑂ査ဨの構ᡂ

ᅗ㸱�ᗈᓥ┴と他⮬἞యのプロジェクト㑅ᐃまでのࣇロ࣮ẚ㍑

用途 公営住宅 教育施設 庁舎施設 警察,消防,病院 インフラ施設 交流拠点施設 観光拠点施設 防災拠点施設 複合施設
施設数 9 9 1 5 0 0 2 0 0
割合 35% 35% 4% 20% 0% 0% 7% 0% 0%

⾲ ���� ᗈᓥ型建築プロポ࣮ザルࠉプロジェクトの⏝㏵、๭ྜ
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での議論により最終的な募集要項、設計与条件、審査基

準等が決定される（表５-P9）。

㸲㸫㸳㸬公♧から発注までのプロࢫࢭ㸦⾲㸳�3��a3��㸧

　機会の平等性を確保することを大前提とした「広島型

プロポ」における審査過程で、１次審査で参加表明書と

併せて簡易提案書の提出を求めている。１次審査では実

績や簡易提案書に基づく評価を行い、若手や新規参入者

を含めて幅広い設計者が土俵に上がれる仕組みになって

いる（表５-P11、P12）。２次審査ではプレゼンテーショ

ンと専門家からのヒアリングを公開の場で行い、設計者

の提案力や応答力を直接確認できる（表５-P14）。市民

や学生も参加できる開かれた場が、審査の透明性を高め

るとともに、市民が直接選定過程を目にする機会となり、

建築への理解や興味を深め、市民の関心の向上につなが

っている。

ㅰ㎡

　調査にあたって、広島県職員・室島正明氏、元・広島県職員・的場

弘明氏、審査員・広島大学大学院准教授・角倉英明氏の協力を得た。

ここに記して感謝申し上げます。本研究は科学研究費基盤研究 (B)

(2024-2027)「質の高い建築の調達に向けた行政と支援組織の体制に

関する研究」(24K01060)( 代表者：脇坂圭一 )により実施した。

注㔘

注１）Ⅰ．現・広島県建築土木局営繕課 主任 室島正明氏に 2025 年

7 月 24 日に対面ヒアリング調査を実施した。Ⅱ．（元・営繕課課長、

建築部長）であり、現・㈱広島建築住宅センター 的場弘明 代表取締

役社長に 2025 年 7 月 24 日に対面ヒアリング調査を実施した。Ⅲ．広

島大学大学院　角倉英明 准教授に 2025 年 7 月 16 日に zoom ヒアリン

グ調査を実施した。

注２）広島市は、昭和 24 年、中島地区を平和記念公園として整備す

るため、「広島市平和記念公園及ビ記念館設計懸賞募集要項」により、

平和記念公園及び平和資料館の設計案を設計競技（コンペ）により募

集した。東京大学の丹下健三グループ案が一等となり、平和記念公園

等の整備は丹下の案に沿って行われた。

注３）広島型建築プロポーザル記録誌「HIROSHIMA PROPOSAL」にて当

時の湯崎広島県知事の「県知事からの挨拶」より引用。

注４）2025 年 7 月 16 日に角倉氏に実施したヒアリング調査による。

注５）2025 年 7 月 24 日に的場氏に実施したヒアリング調査による。

注６）株式会社村田相互設計は従業員数 39 名（2022 年時点）の広島
県に本社を置く設計事務所。株式

会社 UID は従業員数 6名 (2021 年

時点 )のアトリエ事務所。代表者

は前田圭介氏。

ཧ⪃ᩥ⊩

文１）建築審議会答申「官公庁施

設の設計業務委託方式の在り方」

1991.01

文２）公共建築協会「プロポ―ザ

ル方式による設計者選定の進め

方」2008

文３）国土交通省大臣官房官庁営

繕部「建築設計業委託の進め方」

2018.05

文４）尾辻・小澤・角ら「札幌市

建築部主催プロポーザル方式の運

用体制と提案の求め方　- 公共建

築における設計者選定のあり方に

関する実態調査 -」日本建築学会

技術報告集、第 20 巻、第 44 号、

2014.02

文５）三浦・小澤・角・尾辻ら「群

馬県内における設計者選定方式の

展開と外部支援団体の役割につい

て」日本建築学会技術報告集、第

20 巻、第 46 号、2014.10

文６）広島県 HP「広島型建築プ

ロポーザル記録誌「HIROSHIMA 

PROPOSAL」」2022

文７）的場弘明「特集 20 不誠実

な時代のプレ・デザイン後編―

設計・施工・運営関連の発注―」

建 築 雑 誌 2021 年 8 月 号 P014、

2021.08.20

㸳㸬⥲括

「広島型プロポ」のプロセス、プロセスに関わる主体

者を整理した（表５）。

　本研究で明らかになったことを以下に示す。

１）湯﨑英彦知事による「ひろしまビジョン」が制度化

の契機となり、魅力ある建築物を創造する方針が営繕課

職員にも共有され、その結果、主管課からの提案に対し

て営繕課や知事が差し戻しを行うという双方向的なプロ

ジェクト選定過程が形成された。

２）設計者の育成という観点からは、経験豊富な地元事

務所と若手建築家の JV 方式による協働が推進され、若

手設計者が段階的に成長していく循環が生まれたと言え

る。その背景には、審査員構成において専門家が過半数

を占め、建築的視点からの評価が重視されていることが

考えられる。

　以上より「広島型プロポ」の実施に至るまでの取り組

み、企画段階の取り組みを明らかにした。

⾲㸳�ᗈᓥ型建築プロポ࣮ザルのプロࢫࢭ、୺య⪅との㛵係

主管課(発注部署) 営繕課
P1
P2
P3 参考自治体
P4
P5
P6 プロジェクトの選出
P7
P8

P10 手続き開始の公示
P11 参加表明書、簡易提案書の提出

P13 技術提案書の提出

P15
P16 ワークショップ等
P17 設計
P18 施工管理 助言 施工監理
P19
P20 監理・運営
P21 利用者満足度調査
P22 改修工事

設計者建築関係団体 審査員
広島県プロ

セス

「審査部会１」

平和記念公園設計競技

竣工

設計段階

設計与条件、参加資格条件、審査基準の設定

企画段階

審査員の選定

P9

P12

P14

広島型建築
プロポーザル

実施前

段階

広島型建築プロポーザル開始

「審査部会２」1次審査

発注

施工段階

運用段階

建築関係団体との協定締結

参加表明書の評価、技術提案書の提出者の選定

「審査部会３」２次審査
設計者選定（公開プレゼンテーション、ヒアリング）

事業実施前の発注方式(指名競争入札)

助言

設計与条件、設計業務委託内容、発注スケジュールの設定、審査基準の設定
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